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提供機関：金沢大学

科
目
名

石川県の市町 授業形態 開講期間 4月8日～ 8月5日

英文科目名 Municipalities in Ishikawa Prefecture
①対面授業

開講時間 土曜日 第1講時 10：30 ～ 12：00
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 古畑　徹
③対面・オンライン併用 ◯

開講場所
石川県政記念しいのき迎賓館3階

セミナールームB復習用ビデオの録画・配信 ◯

単位数　2単位

定員数　60名

特別聴講学生等定員　若干名

科目等履修生定員　若干名

シティカレッジ聴講生定員　若干名

定員超過時の選考方法等　受付順（事前登録期間内に超過した場合は抽選）

成績評価の

方　　　法

3分の2以上の出席が前提。評価はレポー

ト100％。（課題は具体的な地域を例に

地域の課題解決や大学等との連携のあ

り方を提言するものを予定。よいレポー

トは関係の市町に送り提言として役立

ててもらう予定） 

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

教員の

指示に従う
9,800円 28,200円 29,600円

教員の

指示に従う
無料

科
目
の
内
容

　授業の目的及び学習目標：石川県の市や町は抱える課題を理解し，その課題解決の方策や今後の大学や学

生と地域との連携のあり方を考える。

　授業内容：石川県内の全市町から，現場で指揮を取る首長（市長・町長）や職員をゲストとして招き，そ

れぞれの市町がどのような特徴を持ち，どのような課題を抱え，どのような取組をしているのか，あるいは

どのような人材を求めているのか，について話してもらう。また，石川県の地域振興に関係する職員や，各

市町に入って地域の課題に取り組んでいる大学等の教員などにも来て話をしてもらう。これらを通して県内

の市町への理解を深めていく。

　授業日程は，4月8日（土）10：30 ～のガイダンスまでに確定し，大学コンソーシアム石川のHP等で公表する。

その他特記事項

・ 本授業はオンラインと対面を併
用するハイブリッド型の授業だ
が，日程やコロナ感染の状況に
よってはオンラインのみとなる
場合がある。

・ まちづくりや地方行政に関心の
ある学生，あるいは地方公務員
を目指している学生には，特に
履修してほしい。

・ 石川県による企画のため，社会
人の受講料は無料である。また，
県外者の受講も可で，単位が必
要な場合は金沢大学の科目等履
修生となる必要がある。

授業担当教員紹介 URL

ホームページ・メールアドレス等 E－mail tfuruhat@staff.kanazawa-u.ac.jp

提供機関：金沢星稜大学女子短期大学部

科
目
名

国際社会学 授業形態 開講期間 4月8日～ 8月5日

英文科目名 International Sociology
①対面授業 ◯

開講時間 土曜日 第3講時 15：20 ～ 16：50
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 高原　幸子
③対面・オンライン併用

開講場所
石川県政記念しいのき迎賓館3階

セミナールームA復習用ビデオの録画・配信

単位数　2単位

定員数　40名

特別聴講学生等定員　

科目等履修生定員　

シティカレッジ聴講生定員　

定員超過時の選考方法等　

成績評価の

方　　　法

二回に渡ってレポートをする（中間，

期末）ことで8割。

あとの2割は授業時の感想カードによ

る。

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

10,000円

科
目
の
内
容

　国際社会において，移民，難民とジェンダー関係，環境等の視点から，社会の状況を考える。特に，地球規模の
人々とモノの移動に着目し，世界経済システムの歴史的背景を探る。さらに，「フェアトレード（Fair-Trade」という
営みが生まれた背景として，開発経済や国際協力分野における支援活動の流れを見出し，そこから「フェアトレード
（Fair-Trade）」として有機栽培の農業と生産者の労働状況の改善が保たれる生産物を公正に取引する，という視点を
捉える。その際には，コーヒーや紅茶，チョコレート，バナナといった一次産品，工芸品や布製品なども見出したい。
布製品の背景には，タイ，ネパール，フィリピンなどで性産業に従事した女性たちのオルターナティブな（代替の）
仕事としての意味合いを持つものもある。2013年にバングラデシュで起こったラナプラザ崩壊事故において，ファス
トファッションの生産に対する懐疑的視点が地球規模で起こり，エシカル（倫理的）ファッションへの着眼点は，以
前よりも一層育まれている。伝統工芸や手仕事からの学びから，文化の継承というテーマが現れ，生産や消費という
経済システムに対して，オルターナティブ（代替）な様式を提唱する可能性が，こうした「フェアトレード（Fair-Trade）」
の仕組みには織り込まれている。本科目においては，こうした試みが，国際社会において未来を担う様式であるとい
うことを，議論していきたい。

その他特記事項

授業担当教員紹介 URL

ホームページ・メールアドレス等 E－mail s-takahara@seiryo-u.ac.jp


